
母
子
の
健
康
を
守
る
た
め

草
の
根
技
術
協
力

戦
場
た
っ
た
ワ
ウ
ニ
ア
か
ら
の
報
告

　
「
ジ
ュ
ー
」
－
‐
‐
大
鍋
か
ら
煙
が
上
り
、
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
う
。
そ
れ
を
真
剣
に

見
詰
め
る
大
き
な
黒
い
瞳
…
…
村
の
集
会
所
で
の
調
理
教
室
の
風
景
で
あ
る
。
世
界

食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
が
母
子
の
栄
養
改
善
の
た
め
、
妊
婦
検
診
を
受
診
し
た
女
性
な

ど
に
配
布
し
て
い
る
栄
養
補
助
食
品
を
用
い
た
調
理
教
室
で
、
事
前
に
私
た
ち
が
実

施
し
た
研
修
を
終
え
た
助
産
師
や
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
今
度
は
村
の
妊
婦
、
母

親
た
ち
に
対
し
て
、
家
庭
で
手
軽
に
作
れ
る
料
理
や
お
菓
子
の
調
理
方
法
を
教
え
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
現
地
の
人
材
を
育
成
し
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
す
活
動
を

含
め
、
私
た
ち
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
－
Ｃ
Ａ
）
と
の
協
力
の
下
、
【
草
の
根
技
術
協

力
事
業
】
と
い
う
ス
キ
ー
ム
に
て
、
２
０
０
４
年
５
月
よ
り
ス
リ
ラ
ン
カ
北
部
の
ワ

ウ
ニ
ア
県
で
「
基
礎
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
復
興
一
に
関
連
し
た
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
主
な
内
容
は
母
子
保
健
向
上
の
た
め
の
支
援
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
何
を
、
そ

し
て
何
故
【
復
興
支
援
】
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ス
リ
ラ
ン
カ

北
部
の
概
況

イ
ン
ド
亜
犬
陸
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
よ

ヽ
二
言
行
上
ご
・
’
コ
ー
　
づ
　
仁
一
二
　
１
１

。

ヽ
‘
≧
竺
ツ
バ
ス
じ
丁
で
こ
ニ
ミ
士
ょ
’

　
Ｊ
回
－
ペ
ヘ
七
ミ
ノ
ド
ゴ
Ｏ
白
０
」
万
人
言

人
々
が
住
む
。
こ
の
国
名
が
示
す
よ
う

に
、
青
い
海
、
色
と
り
ど
り
の
花
々
、

白
亜
の
仏
塔
は
強
い
陽
光
を
受
け
て
光

り
輝
き
、
本
当
に
美
し
い
国
で
あ
る
。

し
か
し
、
2
0
年
に
わ
た
る
内
戦
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
に
お
び
た
だ
し
い
血
が
流

さ
れ
た
。
内
戦
は
主
に
政
府
と
反
政
府

勢
力
「
タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
虎

（
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
」
と
の
間
で
戦
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
．
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
は
ス
リ
ラ
ン
カ

が
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
か
ら
脱
し

た
後
、
多
数
派
民
族
で
あ
る
シ
ン
ハ
ラ

人
を
中
心
と
し
て
設
立
さ
れ
人

よ
る
シ
ン
ハ
ラ
人
優
遇
政
策
一

●~　j~
昌

派に

氏
一
仁

’

７
ミ
し
・

、
づ
・

’
『

こ
え
上
ぞ
ヤ
ス

特
て
　
／
岬
∵
菜
Ｅ
七
城
．
ヌ
ミ
ら
二
言

か

｛
コ
犬
”
’
・

・ 一
一 一
一
〃
｝
一
一
ヽ

・
〃

”

１ ‐
｛
ｆ
・

”
’
一
｛

・
．
一
一
｝
ハ
・
Ｉ
’
一

’
一

ヽ

．－
｝

一
・
｝
一
・
Ｊ
Ｅ
一
’
．

Ｊ
一
一

一
｀
’

一

興
し
、
タ
ミ
心
友
青
年
賢
が
政

・
府
に
対

す
る
武
装
闘
争
を
開
始
し
た
の
を
受
け

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ム
ダ

ス
リ
ラ
ン
カ
事
業

業
務
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中
嶋
秀
昭

て
１
９
７
６
年
に
結
成
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
8
3
年
７
月
に
、
北
部
の
都
市
シ
ャ

フ
ナ
で
Ｂ
人
の
シ
ン
ハ
ラ
人
が
殺
害
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
シ
ン
ハ
ラ
人
が

コ
ロ
ン
ボ
を
中
心
に
全
土
で
タ
ミ
ル
人

住
宅
・
商
店
な
ど
を
焼
き
打
ち
し
、
多

数
の
死
者
が
出
、
こ
れ
に
よ
り
紛
争
が

激
化
し
た
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
が
仲
介

す
る
も
失
敗
、
２
０
０
０
年
に
ノ
ル
ウ

エ
ー
が
仲
介
を
開
始
し
、
0
2
年
に
停
戦

合
意
が
成
立
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
６
万

人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　
こ
こ
・
、
’
。
｛
｝
一
べ
。
一
ヽ
〃
ｆ
｝
｛
。
’
〃
ヽ
、
ワ
ウ
ニ
ア
は

主
戦
濠
犬
二
ご
刄
こ
た
。
人
々
は
他

地
域
や
イ
ン
ド
ご
ほ
外
へ
逃
れ
、
停
戦

合
意
陵
、
戻
っ
て
来
た
人
々
の
再
定
住

村
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在
し
て
い
る
。
今
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も
残
る
弾
痕
だ
ら
け
の
崩
れ
た
建
物

…
…
シ
そ
も
痛
々
し
い
。
そ
し
て
、
こ

の
内
戦
故
に
医
療
保
健
施
設
、
適
切
な

診
療
シ
ス
テ
ム
も
破
壊
さ
れ
た
。
私
た

ち
が
行
っ
て
い
る
支
援
は
こ
の
復
興
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
当
地
で

は
世
界
銀
行
や
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
支

援
に
よ
る
施
設
復
興
が
進
み
、
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
）
や
国
道
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）

と
い
っ
た
国
連
機
関
、
私
た
ち
の
よ
う

な
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
な
ど

が
入
っ
て
再
定
桂
村
の
建
設
・
整
備
、

人
々
の
ニ
ー
ー
ズ
充
足
の
た
め
の
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ウ
ニ
ア

県
は
停
戦
後
、
南
北
が
そ
れ
ぞ
れ
政
府

地
域
、
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
支
配
地
域
に
分
か
れ
、

境
界
上
に
双
方
に
よ
る
検
問
所
が
存
在

す
る
が
、
両
地
域
間
の
人
々
の
支
障
な

い
往
来
を
監
視
・
保
護
す
る
た
め
に
国

際
赤
十
字
委
員
会
が
駐
留
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
独
自
の
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
と
し
て
、
政
府
と
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ

と
の
仲
介
を
行
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
中

心
と
し
た
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
が
結

成
し
た
Ｓ
Ｌ
Ｍ
Ｍ
（
S
r
i
　
L
a
n
k
a

M
o
n
i
t
o
r
i
n
g

M
i
s
s
i
目
）
と
い
う
組
織
も

駐
在
し
て
お
り
、
双
方
の
停
戦
合
意
違

反
行
為
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
ワ
ウ
ニ
ア
県
の
県
都
、
ワ

ウ
ニ
ア
市
に
事
務
所
を
置
い
て
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
も
使
用
で
き
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
2
4
時
間
営
業
の
銀
行
の
現
全

自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
が
あ
り
、
携

帯
電
話
も
自
由
に
使
え
、
日
常
生
活
に

不
自
由
は
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
ヒ

ン
ズ
ー
教
を
信
仰
す
る
タ
ミ
ル
人
が
多

数
派
を
占
め
る
地
域
で
あ
る
た
め
、

「
神
の
使
い
」
で
あ
る
牛
が
あ
ち
こ
ち

で
の
ん
び
り
と
座
っ
た
り
草
を
は
ん
だ

り
し
て
お
り
、
時
折
奇
妙
な
感
覚
に
捉

わ
れ
る
。

私
た
ち
の

活
動

私
た
ち
は
女
性
の
安
全
で
健
や
か
な

　
　
　
　
　
　
妊
娠
、
出
産
、
産
後

筆者撮影母親向けの調理教室村の集会所での妊婦・

の
ケ
ア
を
主
眼
と
し

た
活
動
を
県
保
健
当

局
と
連
携
し
な
が
ら
、

政
府
地
域
・
Ｌ
Ｔ
Ｔ

Ｅ
支
配
地
域
双
方
で

実
施
し
て
い
る
。
出

産
の
た
め
の
施
設
と

し
て
、
ワ
ウ
ニ
ア
市

内
に
総
合
病
院
、
市

外
に
地
区
病
院
、
県

内
各
所
に
分
娩
施
設

を
備
え
た
診
療
所
な

ど
が
あ
り
、
第
一
子
、

双
子
ま
た
は
複
子
、

そ
の
他
特
別
な
医
療

ケ
ア
が
必
要
な
出
産

に
問
し
て
は
総
合
病
院
な
い
し
地
区
病

院
が
取
り
扱
い
、
通
常
出
産
に
つ
い
て

は
診
療
所
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
活
動
回
始

時
に
は
人
目
約
1
4
万
人
の
ワ
ウ
ニ
ア
県

内
に
お
い
て
出
産
可
能
な
施
設
は
総
合

病
院
と
地
区
病
院
、
そ
し
て
二
つ
の
診

療
所
の
計
４
施
設
し
か
な
か
っ
た
。
妊

婦
の
大
半
は
総
合
病
院
に
入
院
し
、
せ

っ
か
く
診
療
所
に
行
っ
て
も
多
く
が
安

易
に
総
合
病
院
に
搬
送
（
リ
フ
ァ
士

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
総
合
病
院
の
産
科
病
棟
は

ご
っ
た
返
し
、
ペ
ッ
ド
が
足
り
ず
、
床

に
寝
か
さ
れ
る
妊
婦
も
お
り
、
各
人
へ

の
ケ
ア
は
十
分
な
も
の
と
言
え
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
保
健
当
局
の

要
請
を
受
け
、
最
寄
り
の
保
健
施
設
に

お
け
る
出
産
の
ケ
ア
、
適
切
で
タ
イ
ム

リ
ー
な
リ
フ
ァ
ー
の
促
進
と
い
う
「
医

療
シ
ス
テ
ム
の
復
盛
こ
を
支
援
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
各
家
庭

の
妊
婦
を
訪
問
し
て
保
健
衛
生
に
関
す

る
知
識
を
伝
え
た
り
、
ケ
ア
を
行
っ
た

り
す
る
地
域
助
楽
師
に
研
修
機
会
を
提

供
し
、
彼
女
た
ち
が
学
ん
だ
内
容
を
日

常
の
活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
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妊
婦
が
改
善
さ
れ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
側
面
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
域
助
産
師
は
長

期
化
し
た
内
戦
の
影
響
に
よ
り
定
数
の

半
数
以
下
し
か
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
不
足
を
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
補

っ
て
い
る
の
だ
が
、
研
修
を
受
け
技
術

向
上
し
た
地
域
助
産
師
が
、
今
度
は
講

師
と
な
っ
て
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
研

修
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
研
修
後
、
地
域
助
産
師
と
保
健

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
会
合
を
各
地
で
開

催
し
、
妊
婦
へ
の
よ
り
効
果
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
促
進
し
て
き
た
。
ま
た
、
診

療
所
医
師
・
助
産
師
に
対
す
る
分
娩
管

理
研
修
を
実
施
し
、
地
域
レ
ペ
ル
に
お

け
る
適
切
な
出
産
ケ
ア
、
リ
フ
ァ
ー
の

実
践
ス
キ
ル
を
学
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
一
方
、
医
療
シ
ス
テ
ム
復
興
支
援
の

も
う
一
つ
の
桂
と
し
て
、
5
0
年
以
上
前

に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
し
た
産
科
病
棟

の
後
継
施
設
の
建
設
を
行
っ
た
。
こ
の

施
設
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
と

ス
リ
ラ
ン
カ
の
友
好
の
証
し
と
し
て
、

従
来
の
施
設
に
は
不
足
し
て
い
た
妊
婦
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
使
い
心
地
へ
の
配
慮

を
盛
り
込
み
、
同
施
設
が
地
域
の
モ
デ

ル
産
科
施
設
と
し
て
、
他
施
設
の
運

営
・
サ
ー
ビ
ス
の
参
考
と
な
る
こ
と
に

重
き
を
置
い
た
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
の
活
動
の
成
果
の

一
つ
と
し
て
女
性
た
ち
の
母
子
保
健
・

栄
養
に
関
す
る
知
識
の
向
上
を
挙
げ
た

い
。
上
述
の
地
域
助
産
師
、
保
健
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
研
修
を
通
し
て
得
ら
れ

た
新
た
な
知
識
が
妊
婦
へ
伝
達
さ
れ
、

彼
女
た
ち
の
会
合
で
妊
婦
の
抱
え
る
問

題
と
そ
の
解
決
策
が
提
唱
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
各
地
域
に
お
け
る
妊
婦
に
対
す

る
健
康
教
育
活
動
な
ど
が
活
発
化
し
て

い
っ
た
。
最
初
に
挙
げ
た
調
理
教
室
も

こ
う
し
た
中
か
ら
生
ま
れ
た
活
動
で
あ

る
。
一
部
の
地
域
で
は
、
迷
信
に
よ
り
、

ｍ
　
　
　
出
産
後
の
女
性
は
数
時
間
、

　
　
　
　
水
を
飲
む
こ
と
を
許
さ
れ
な

　
　
　
　
か
っ
た
り
、
出
産
後
す
ぐ
に

　
　
　
　
油
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
混
ぜ
た

　
り
る
四
　
　
も
の
を
飲
ま
さ
れ
た
り
、
何

八
四
　
　
日
も
体
を
洗
え
な
か
っ
た
り

ｙ
Ｅ
　
　
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、

ツ
Ｊ
　
　
こ
の
よ
う
な
医
学
的
に
誤
っ

ナ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ふ
っ
し
ょ
く

ｆ
万
　
　
た
迷
信
を
払
拭
・
軽
減
す
る

　
　
　
　
こ
と
に
も
披
女
た
ち
の
活
動

は
役
立
っ
た
。
ま
た
、
活
動
開
始
当
初

に
比
べ
、
多
く
の
女
性
た
ち
の
間
で
妊

娠
中
の
危
険
兆
候
や
初
乳
の
重
要
性
に

関
す
る
知
識
や
妊
娠
中
の
衛
生
状
態
が

向
上
し
て
い
る
。

　
不
安
定
な

　
状
況
の
狭
間
で

　
さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
特
に
生
活
に

不
目
由
の
な
い
ワ
ウ
ニ
ア
に
て
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
時
折
、
政
府

軍
・
警
察
関
係
者
を
狙
っ
た
爆
弾
事
件

や
銃
撃
事
件
が
起
こ
る
。
停
戦
後
も
政

府
と
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
と
の
小
規
模
な
衝
突
、

相
手
へ
の
攻
撃
と
い
っ
た
停
戦
合
意
違

反
行
為
が
北
部
・
東
部
で
散
発
し
て
い

る
が
、
両
者
間
の
争
い
以
外
に
Ｌ
Ｔ
Ｔ

Ｅ
か
ら
分
裂
し
た
諸
派
と
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
と

の
衝
突
、
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
に
よ
る
も
の
と
見

せ
掛
け
た
と
思
わ
れ
る
分
派
に
よ
る
事

件
な
ど
も
発
生
し
て
い
る
。
ワ
ウ
ニ
ア

は
か
つ
て
の
内
戦
の
主
戦
場
で
あ
り
、

政
府
地
域
と
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
支
配
地
域
の
双

方
を
合
む
た
め
、
県
内
に
は
軍
施
設
、

こ
う
し
た
各
派
の
拠
点
が
林
立
し
て
い

る
状
態
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
末
か
ら
今
年
初

頭
の
状
況
は
非
常
に
悪
か
っ
た
。
北

部
・
東
部
で
毎
日
の
よ
う
に
事
件
が
起

き
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

１
月
９
日
に
北
東
部
の
町
、
ト
リ
ン
コ

マ
リ
沖
合
で
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
に
よ
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
政
府
海
軍
快
速
艇
へ
の
自

爆
攻
撃
が
起
こ
っ
て
か
ら
は
、
「
あ
わ

や
再
戦
か
」
と
い
う
懸
念
が
抱
か
れ
た

が
、
１
月
下
旬
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
仲

介
に
よ
り
停
戦
合
意
締
結
後
ち
ょ
う
ど

５
年
目
に
当
た
る
２
月
2
2
、
2
3
目
に
ス

イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ー
ブ
で
停
戦
合
意
確
認

協
議
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
か
ら

は
、
奇
妙
な
く
ら
い
に
事
件
は
激
減
し

た
。
同
協
議
に
お
い
て
、
政
府
側
は
Ｌ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
に
軍
・
警
察
へ
の
攻
撃
の
中
止
、

Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
側
は
政
府
に
反
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
諸
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派
の
武
装
解
除
、
軍
・
警
察
に
よ
る
タ

ミ
ル
人
住
民
へ
の
嫌
が
ら
せ
の
中
止
を

訴
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
双
方
に
よ

る
約
束
は
十
分
に
履
行
さ
れ
ず
、
４
月

に
開
催
予
定
だ
っ
た
次
回
協
議
は
流
れ
、

同
月
2
5
日
、
首
都
コ
ロ
ン
ボ
の
陸
軍
病

院
敷
地
内
で
陸
軍
司
令
官
を
狙
っ
た
自

爆
テ
ロ
が
発
生
。
こ
れ
に
対
し
て
、
政

府
は
（
否
定
し
て
い
る
も
の
の
）
報
復

と
考
え
ら
れ
る
ト
リ
ン
コ
マ
リ
の
Ｌ
Ｔ

Ｔ
Ｅ
拠
点
へ
の
空
爆
を
行
い
、
次
回
協

議
へ
の
道
の
り
は
は
る
か
に
険
し
い
も

の
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
Ｚ
2
8
日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
中
心

と
す
る
「
ス
リ
ラ
ン
カ
復
興
に
開
す
る

車
早
公
議
」
共
同
議
長
国
（
他
に
日
本
、

米
国
、
Ｅ
Ｕ
）
は
今
後
の
ス
リ
ラ
ン
カ

ヘ
の
和
平
仲
介
に
つ
い
て
東
京
で
協
議

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、

ワ
ウ
ニ
ア
で
は
爆
弾
・
殺
人
事
件
が
頻

発
し
て
い
る
（
５
月
５
日
現
在
）
。

　
　
一
点
を

　
見
定
め
て

　
し
か
し
な
が
ら
、
事
件
を
受
け
て
、

ま
れ
に
現
場
で
の
活
動
を
自
粛
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
の
活
動
に
は

決
定
的
な
支
障
は
出
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
安
定
な
状
況
に
お
い
て
も
、

関
係
各
者
と
の
協
力
の
下
、
母
子
保
健

の
向
上
に
目
標
を
定
め
て
尽
力
し
、
上

述
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
私
た
ち
外

国
人
は
テ
ロ
の
標
的
に
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
な
ど
他
機
関
と
の
情

報
共
有
・
交
換
な
ど
に
よ
る
連
携
を
密

に
取
り
、
非
常
事
態
に
際
し
て
の
プ
ロ

ト
コ
ル
も
作
成
、
常
に
冷
静
に
情
勢
を

分
析
・
判
断
し
な
が
ら
行
動
し
て
い
る
。

む
し
ろ
、
事
件
で
犠
牲
者
が
出
る
た
び

に
、
特
に
巻
き
添
え
に
な
っ
た
無
事
の

人
々
に
対
す
る
悲
し
み
を
、
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
事
件
の
残
忍
さ
に
対
す
る
怒

り
を
禁
じ
得
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
社
会
状
況
で
は
、
子
供
た
ち
が
将
来

に
対
す
る
夢
と
希
望
を
持
ち
に
く
い
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
タ
ミ
ル
人
が
多

数
派
を
占
め
る
地
域
と
い
え
ど
も
、
助

産
師
や
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
母
親
た

ち
に
は
シ
ン
ハ
ラ
人
や
ム
ス
リ
ム
な
ど

も
お
り
、
私
た
ち
は
彼
女
た
ち
に
同
時

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

が
本
当
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
民
族
間

の
融
和
の
促
進
に
貢
献
で
き
得
る
な
ら

幸
い
で
あ
る
。
問
題
は
複
雑
な
が
ら
も
、

ス
リ
ラ
ン
カ
和
平
仲
介
を
担
う
主
要
国

の
一
つ
で
あ
る
日
本
に
は
さ
ら
な
る
影

響
力
と
行
動
を
期
待
し
た
い
。
　
　
豚

な
か
じ
ま
・
ひ
で
あ
き
　
１
９
７
０
年
生
ま
れ
。

9
4
年
、
大
阪
大
学
法
学
部
卒
（
政
治
専
攻
）
。
9
4

年
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
、
9
6
年
、
株
式
会
社

オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
、
２
０
０
０

年
香
港
貿
易
発
展
局
を
経
て
２
０
０
１
年
か
ら
ラ

シ
ュ
モ
ア
大
学
在
学
中
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
専
攻
）
。
0
3
年

か
ら
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ム
ダ
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
）
で
活
動
、
現
在
に
至
る
。
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